
イザヤ書６６章（７０人訳） 

 

１ このように主はいわれる、天は私の王座、地は足台である： 

あなたはどのような家を私のために建てるのか？ 

そして私が休むのはどのような場所か？ 

 

２ それはこれら全ては私のもの、主は言われる：誰を私は尊敬すべきか、それは謙虚で

柔和で、私のことばに恐れおののくものではないのか？ 

 

３ しかし逆らうものは子牛をささげものとして私にささげるが、犬を殺すものである； 

良い小麦をささげるものは、豚の血をささげるものである； 

記念の香を焚くものは、冒涜者である。 

しかし、彼らは自分自身の道を選び、彼らのたましいは彼らの憎むべきものを喜んで

いる。 

 

４ わたしもまた彼らのあざけるものを選ぶ、そして彼らの罪を彼らの上に報いる； 

何故なら、私が彼らを呼んだのに彼らは私に聞かなかったから；  

私は語った、そして彼らは聞かなかった：  

そして彼らは私の前に邪悪を行なった、そして私が喜ばないことを選んだ。 

 

５ 主の声をきけ、彼のことばに恐れおののくあなたは；  

あなた、私の兄弟よ、あなたを憎み、あなたを穢れたものとする人々に語れ、 

それは主の名前は栄光を受け、彼らの喜びは表れる；しかし、彼らは恥を受ける。 

 

６ 町から叫ぶものの声がする、宮からの声である、主が彼の敵に報いをする声である、 

 

７ 彼女は陣痛の前に生んだ、産みの苦しみが来る前に、彼女はそれを逃れて、 

男の子を産んだ。 

 

８ 誰がこのようなことを聞いたか？そして誰がこのような有様をみたか？ 

地は一日で生まれるだろうか？ シオンが陣痛をもち、彼女の子を生み出したように

国が一度に生み出されるだろうか？ 

 

９ しかし私はこの期待をあげる、しかしあなたは私を思いださなかった、主は言われる、

私が産む女、そして不妊の女を作るのではないのか？と主はいわれる。 

 



１０ おおエルサレムよ喜べ、そして彼女を愛し集まりをもつものもみな： 

今彼女を悲しむものはみな、彼女と大いに喜べ。 

 

１１ あなたは吸い、そして彼女の胸の慰めにより満足するように；  

あなたは乳を与え、彼女の栄光の殺到のゆえにあなた自身が喜ぶ。 

 

１２ それは主がこのように言われる、私は平和の流れを彼らにむける、 

異邦人の栄光の流れの急流がもたらされるように：  

彼らのこどもたちは肩の上に担がれ、ひざの上で慰められる。 

 

１３ もし彼の母が彼を慰めるなら、私もそのようにあなたを慰める：  

そしてあなたはエルサレムで慰められる。 

 

１４ そしてあなたは見る、そしてあなたの心は喜ぶ、そしてあなたの骨は草のように繁

栄する： 

そして主の手は彼を恐れるものに知られる、そして彼は不従順なものを恐れさせる。 

 

１５ それは見よ、主は炎のように来る、そして彼の馬車は嵐のように、 

そして怒りとともに彼の復讐を行なう、そして彼の叱責は火の炎とともに。 

 

１６ それは主の火により、全ての地は裁かれる、そして全ての肉は彼の剣により： 

多くのものが主により殺される。 

 

１７ 庭で自分自身を聖とし、清めるものは、ポーチで豚の肉を食べる、 

そして憎むべきもの、ねずみは、ともに滅ぼされる、と主はいわれる。 

 

１８ そして私は彼らの働きと思いを知っている：  

私は全ての国と全ての舌を集める：そして彼らは来て、私の栄光を見る。 

 

１９ そして私は彼らの上にしるしを残す、そして私は彼らに逃れたものを国々に使わす、

タルシス、プド、ルド、モソク、そしてトベルへ、そしてギリシャへ、 

そして遠い島々に、そして私の名前を聞いたことのないもの、私の栄光を見たこと

のないものに使わす： 

そして彼らは私の栄光を異邦人の間で宣言する。 

 

２０ そして彼らはあなたの兄弟を全ての国々への主へのささげ物として馬と、馬車、 



まぐさを引かれた子馬を日よけとともに、聖なる町エルサレムへと連れて行く、 

それはあたかもイスラエルの子らが主の家に賛美歌とともにささげ物を持っていく

ようであると主はいわれる。 

 

２１ そして私は彼らに祭司とレビ人を連れて行くと主はいわれる。 

 

２２ それは私が作った新しい天と新しい地が、私の前に残るように、 

そのようにあなたの子孫とあなたの名前は続くと主が言われる。 

 

２３ そして口から口へ、安息日から安息日へと進むように、 

全ての肉がエルサレムの私の前に礼拝しに来るようになると主はいわれる。 

 

２４ そして彼らは生まれる、そして私に逆らったものたちの死体を見る： 

それは彼らの虫は死ぬことはなく、火は消えることがないからである； 

彼らは全ての肉への見世物となる。 

 




